
相
談
会

「
借
金
・
金
融
一
般
相
談
会
」
の
開
催
に

つ
い
て

　

北
海
道
財
務
局
の
専
門
相
談
員
が
「
借
金
の

悩
み
」
を
親
身
に
な
っ
て
お
聞
き
し
、
あ
な
た

に
合
っ
た
解
決
方
法
を
提
案
し
ま
す
。
ま
た
、

「
預
金
・
融
資
、
保
険
な
ど
金
融
全
般
」
の
ご

相
談
も
受
け
付
け
ま
す
、
無
料
・
予
約
不
要
で
す
。

●
受
付
日
時　

12
月
８
日
㈭
９
時
～
12
時

●
会
場　

釧
路
地
方
合
同
庁
舎
９
階
会
議
室

（
釧
路
財
務
事
務
所
）

●
主
催　

北
海
道
財
務
局
、
釧
路
財
務
事
務
所

●
問
合
せ
先　

☎
０
１
１

－

８
０
７

－

５
１
４
４

　
　

ま
た
は
、
☎
０
１
１

－

８
０
７

－

５
１
４
５

　

北
海
道
財
務
局
相
談
員
直
通

　
　
　
　
　
　
（
９
時
～
12
時
、
13
時
～
17
時
）

・
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

・
当
日
お
越
し
い
た
だ
け
な
い
方
に
つ
き
ま
し

て
も
、
次
の
常
設
窓
口
で
相
談
を
受
け
付
け

て
い
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
借
金
・
金
融
一
般
相
談

・
多
重
債
務
相
談
窓
口

　

☎
０
１
１

－

８
０
７

－

５
１
４
４

・
金
融
ほ
っ
と
ラ
イ
ン

　

☎
０
１
１

－

８
０
７

－

５
１
４
５

・
中
小
企
業
等
金
融
円
滑
化
相
談
窓
口

　

☎
０
１
１

－

７
２
９

－

０
１
７
７

税
　
金

農
地
等
の
贈
与
税
・
相
続
税
の
納
税
猶
予

の
特
例
を
受
け
て
い
る
人
の
た
め
に

●
特
例
を
受
け
て
い
る
人
は

・
３
年
ご
と
に
「
継
続
届
出
書
」
の
提
出
が
必

要
で
す
（
た
だ
し
、
特
例
農
地
等
の
全
部
を

担
保
と
し
て
提
供
し
て
い
る
場
合
に
は
必
要

あ
り
ま
せ
ん
）。

・
特
例
農
地
等
の
譲
渡
や
転
用
な
ど
を
し
た
場

合
に
は
、
猶
予
さ
れ
て
い
る
税
額
の
全
部
又

は
一
部
を
納
付
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

・
特
例
適
用
者
が
農
業
経
営
を
廃
止
し
た
場
合

に
は
、
猶
予
さ
れ
て
い
る
税
額
の
全
部
を
納

付
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

・
特
例
農
地
等
を
交
換
し
た
り
買
換
え
す
る
場

合
に
は
、「
承
認
申
請
書
」
の
提
出
に
よ
り
、

引
き
続
き
納
税
猶
予
の
適
用
が
受
け
ら
れ
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

・
特
例
適
用
者
や
贈
与
し
た
人
が
死
亡
し
た
場

合
に
は
「
免
除
届
出
書
」
の
提
出
が
必
要
で

す
。

●
納
税
猶
予
額
を
納
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

場
合

　

納
税
を
猶
予
さ
れ
て
い
る
贈
与
税
や
相
続
税

は
、
次
に
当
て
は
ま
る
と
き
に
納
税
猶
予
の
期

限
が
確
定
し
、
猶
予
さ
れ
て
い
る
税
額
の
全
部

又
は
一
部
を
一
定
の
日
ま
で
に
納
付
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

・
特
例
農
地
等
の
譲
渡
や
転
用
な
ど
を
し
た
場
合

　

納
税
猶
予
の
適
用
を
受
け
て
い
る
人
が
特
例

農
地
等
の
譲
渡
や
転
用
（
無
断
転
用
を
含
む
）

な
ど
を
し
た
と
き
に
は
、
そ
の
譲
渡
や
転
用
な

ど
を
し
た
日
か
ら
２
か
月
以
内
に
、
次
に
よ
る

税
額
を
納
付
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

①
収
用
交
換
等
に
よ
る
譲
渡
な
ど
を
し
た
場
合

　

納
税
を
猶
予
さ
れ
た
税
額
の
う
ち
譲
渡
な
ど

を
し
た
農
地
等
に
係
る
税
額

②
①
以
外
の
譲
渡
や
転
用
な
ど
を
し
た
場
合

　

譲
渡
や
転
用
な
ど
を
し
た
面
積
が
納
税
猶
予

の
特
例
の
対
象
と
な
っ
た
農
地
等
の
全
面
積
の

う
ち
20
％
を
超
え
る
と
き

　

納
税
を
猶
予
さ
れ
た
税
額
の
全
額

20
％
以
下
の
と
き

　

納
税
を
猶
予
さ
れ
た
税
額
の
う
ち
譲
渡
な
ど

を
し
た
農
地
等
に
係
る
税
額

・
３
年
目
ご
と
の
「
継
続
届
出
書
」
の
提
出
が

な
い
場
合

　
「
継
続
届
出
書
」
の
提
出
が
な
い
と
き
に
は
、

納
税
猶
予
の
期
限
が
確
定
し
ま
す
の
で
、
提
出

期
限
か
ら
２
か
月
以
内
に
猶
予
さ
れ
た
税
額
の

全
部
を
納
付
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

・
農
業
経
営
を
廃
止
し
た
場
合

　

納
税
猶
予
の
適
用
を
受
け
て
い
る
人
が
農
業

経
営
を
廃
止
し
た
と
き
は
、
そ
の
廃
止
の
日
か

ら
２
か
月
以
内
に
、
猶
予
さ
れ
た
税
額
の
全
部

を
納
付
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

●
詳
し
く
は
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

　
https://w

w
w
.nta.go.jp

講
習
会

転
職
希
望
者
向
け
講
習
会

　

釧
路
北
部
地
域
雇
用
創
造
協
議
会
で
は
弟
子

屈
町
・
標
茶
町
・
鶴
居
村
内
の
事
業
者
・
求
職

者
や
、
移
住
を
含
め
た
転
職
希
望
者
を
対
象
に

無
料
で
講
習
会
を
行
い
ま
す
。

みんなの掲示板
人口の動き（前月比）

※令和４年10月末時点

総人口� 2,484人（－5）
　男性� 1,235人（－1）
　女性� 1,249人（－4）
うち外国人人口
� 39人（±0）

世帯数� 1,203世帯（－3）

死亡事故ゼロの日
2,545日（10月末時点）

●
食
関
連
産
業
振
興
講
習
会
【
魅
力
あ
る
モ
ノ

づ
く
り
・
選
ば
れ
る
商
品
と
は
？！
】

第
1
部　

12
月
8
日
㈭
13
：
00
～
16
：
00

鶴
居
村
総
合
セ
ン
タ
ー�

１
Ｆ
第
一
研
修
室

テ
ー
マ　

地
域
で
使
え
る
商
品
開
発
の
イ
ロ
ハ

・
特
産
品
開
発
の
イ
ロ
ハ
と
、
テ
ー
マ
パ
ー
ク

で
培
っ
た
食
関
連
商
品
の
企
画
・
開
発
・
マ

ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
手
法
を
ワ
ー
ク
を
取
り
入
れ

な
が
ら
学
び
ま
す
。

第
2
部　

12
月
9
日
㈮
13
時
～
16
時

あ
な
た
の
商
品
を
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
し
よ
う
！

・
参
加
者
が
自
ら
の
商
品
を
紹
介
し
、
商
品
分

析
ワ
ー
ク
や
、
よ
り
魅
力
的
な
商
品
に
す
る

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
す
。

●
Ｉ
Ｃ
Ｔ
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
実
践
講
習
会
【
Ｐ
Ｃ
編
】

12
月
10
日
㈯�

9
時
半
～
16
時
半

弟
子
屈
町
公
民
館�

1
階
研
修
室

〇
AM
：W

ord�

＆�Excel

編

・W
ord

の
レ
イ
ア
ウ
ト
やExcel

の
関
数
な

ど
、
初
心
者
か
ら
ワ
ン
ラ
ン
ク
ア
ッ
プ
の
応

用
術
ま
で
を
ご
紹
介
。

〇
PM
：
ウ
ェブ
サ
イ
ト
作
成
・
ネ
ッ
ト
ビ
ジ
ネ
ス
編

・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
が
無
く
て
も
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
で
集
客
が
で
き
る
【Google

ビ
ジ
ネ
ス

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
】
の
活
用
方
法
を
解
説
。

●
地
域
人
材
活
用
支
援
講
習
会　

第
2
部

12
月
16
日
㈮
13
時
～
16
時

弟
子
屈
町
公
民
館�

2
階
講
堂

テ
ー
マ　

生
産
性
向
上
の
取
組
に
よ
る
新
た
な

可
能
性
、
新
規
雇
用
に
向
け
て

●
問
合
せ
先　

釧
路
北
部
地
域
雇
用
創
造
協
議
会

　

☎
０
１
５

－

４
８
２

－

２
９
４
０

そ
の
他

鶴
居
村
教
育
資
金
利
子
補
給
事
業
の
請
求

に
つ
い
て

令和４年12月号　12
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丹
頂
の
住
み
居
る
里
や
鶴
居
村

秋
う
ら
ら
住
め
ば
都
の
鶴
居
村

半
世
紀
住
み
ゐ
し
釧
路
今
は
秋

住
み
つ
い
て
猫
一
匹
と
秋
の
暮
れ

こ
の
山
は
鹿
の
住
処
ぞ
落
葉
積
む

こ
の
村
に
生
れ
住
む
日
々
や
牛
と
鶴

住
み
し
里
鶴
の
里
な
り
大
手
振
り

ミ
ヤ
ノ

公

子

ち
え
こ

春
夢
子

和

子

紀
代
子

恒

子

　

令
和
４
年
12
月
10
日
ま
で
に
交
付
申
請
を
し

た
令
和
４
年
度
の
利
子
補
給
を
受
け
る
場
合
に

は
、
令
和
４
年
１
月
か
ら
12
月
ま
で
の
利
子
支

払
い
に
係
る
証
明
書
等
を
各
金
融
機
関
か
ら
受

領
し
、
教
育
委
員
会
管
理
課
へ
請
求
書
用
紙
に

添
付
し
て
令
和
５
年
１
月
末
ま
で
に
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

●
対
象
と
な
る
教
育
資
金

　
　

日
本
政
策
金
融
公
庫
、
釧
路
丹
頂
農
業
協

同
組
合
及
び
独
立
行
政
法
人
日
本
学
生
支
援

機
構
の
い
ず
れ
か
の
機
関
か
ら
借
り
受
け
た

教
育
資
金
で
、
学
生
１
人
当
た
り
６
０
０
万

円
を
限
度
と
す
る
。
受
験
費
用
、
入
学
金
、

在
学
期
間
中
の
授
業
料
、
下
宿
代
そ
の
他
必

要
な
資
金
（
休
学
・
留
学
等
の
期
間
の
費
用

は
除
く
。）

●
利
子
補
給
の
内
容

　
　

学
生
１
人
当
た
り
６
０
０
万
円
ま
で
の
教

育
資
金
に
係
る
利
子
に
つ
い
て
、
借
入
利
率

が
年
利
３
．０
％
ま
で
を
対
象
と
し
て
、
最

高
７
年
間
を
限
度
と
し
て
利
子
補
給
し
ま
す
。

た
だ
し
、
返
済
遅
延
に
よ
る
利
子
は
補
給
し

ま
せ
ん
。

●
請
求
期
限

　

令
和
5
年
1
月
31
日
㈫

●
請
求
先

　

村
教
育
委
員
会
管
理
課

●
請
求
方
法

　
　

請
求
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
関
係
書

類
を
添
付
し
捺
印
の
上
、
申
請
し
て
く
だ
さ

い
。（
用
紙
は
、
教
育
委
員
会
に
備
え
付
け

て
い
ま
す
。）

●
問
合
せ
先

　

村
教
育
委
員
会
管
理
課

　

☎
０
１
５
４

－
64

－
２
０
５
０

み
な
さ
ん
は
特
殊
詐
欺
の
手
口
を
ど
の
く

ら
い
知
っ
て
い
ま
す
か
？

自
宅
の
固
定
電
話
に
「
老
人
ホ
ー
ム
に
入

居
で
き
る
権
利
が
あ
り
ま
す
。」
と
い
う
電
話

が
あ
り
、
入
居
を
断
る
と
「
あ
な
た
の
名
義
で

他
の
人
が
入
居
す
る
。
名
義
を
貸
し
て
欲
し

い
。」
と
言
わ
れ
、
こ
れ
に
承
諾
す
る
と
後
日

「
名
義
貸
し
は
犯
罪
だ
！
ト
ラ
ブ
ル
回
避
の
た

め
宅
配
便
で
現
金
送
れ
」
と
指
示
さ
れ
、
お
金

を
だ
ま
し
取
ら
れ
る
特
殊
詐
欺
が
発
生
し
て
い

ま
す
。

現
金
を
宅
配
便
で
送
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

防
犯
対
策
と
し
て
、
自
宅
の
電
話
は
常
に

留
守
番
電
話
設
定
に
し
、
知
ら
な
い
番
号
か
ら

の
電
話
に
は
出
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
パ
ソ
コ
ン
や
携
帯
電
話
の
画
面
上

に
「
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し
ま
し
た
」
や
「
利
用

料
金
未
納
で
す
」
な
ど
と
表
示
さ
れ
、
指
示
さ

れ
た
番
号
に
電
話
す
る
と
「
ウ
イ
ル
ス
除
去
費

用
」
や
「
利
用
料
金
」
な
ど
を
名
目
に
電
子
マ

ネ
ー
を
要
求
さ
れ
、
お
金
を
だ
ま
し
取
ら
れ
る

詐
欺
も
多
発
し
て
い
ま
す
。

電
子
マ
ネ
ー
を
要
求
さ
れ
て
も
、
購
入
し

な
い
、
Ｉ
Ｄ
を
教
え
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

詐
欺
電
話
が
き
た
ら
＃
９
１
１
０
に
相
談
を
。

●
問
合
せ
先　

釧
路
警
察
署

　

☎
1
０
１
５
４

－

２
３

－

０
１
１
０

年
末
年
始
の
ご
み
処
分
場
の
開
場
に
つ
い
て

　

ご
み
処
分
場
の
年
内
の
最
終
開
場
は
12
月
30

日
㈮
で
、
年
明
け
は
１
月
７
日
㈯
か
ら
開
場
し

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

し
尿
汲
み
取
り
に
つ
い
て

　

12
月
は
汲
み
取
り
依
頼
が
集
中
す
る
た
め
、

年
内
に
汲
み
取
り
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す

の
で
、
年
内
の
汲
み
取
り
を
希
望
す
る
方
は
、

12
月
９
日
㈮
ま
で
に
次
の
お
申
し
込
み
先
へ
直

接
電
話
で
お
申
し
込
み
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
お
申
込
み
先

　

釧
路
衛
生
株
式
会
社

　

☎
０
１
５
４

－

40

－

３
２
３
２

年末年始のごみ収集について

地区 種別 年末（まで） 年始（から）

鶴居市街東地
区（東・南）・
下雪裡・下久
著呂・中久著
呂

可燃 12月26日 １月９日

不燃 12月13日 １月10日

資源 12月19日 １月16日

鶴居市街西地
区（西・北）・
中雪裡南・中
雪裡西

可燃 12月28日 １月４日

不燃 12月13日 １月10日

資源 12月19日 １月16日

中雪裡東・支
雪裡・茂雪裡

可燃 12月28日 １月４日

不燃 12月27日 １月24日

資源 12月26日 １月９日

幌呂全地区
（新幌呂から
下幌呂）

可燃 12月30日 １月６日

不燃 12月27日 １月24日

資源 12月26日 １月９日

13　令和４年12月号




